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溶液中の金属錯体の光反応に伴うピコ秒オーダー

 

の錯体構造変化を時間分解XAFS法で観測

時間分解XAFS法の測定条件
X線エネルギー範囲：4-25 keV
繰り返し周波数：1kHz
励起レーザー波長範囲：400-800 nm
試料濃度：10-50 mM
試料形状：溶液ジェット（膜厚300 μm）

鉄(II)トリスフェナントロリン錯体の光誘起スピン転移に伴うスピ

 

ン状態および構造変化の測定に成功しました。今後は様々な金属錯

 

体溶液、薄膜、粉末結晶などの試料への適用を目指しています。

タンパク質分子の光反応に伴う小分子移動過程を
時間分解結晶構造解析法で可視化

ミオグロビン分子中を一酸化炭素分子が移動する過程の可視化に成

 

功しました。今後はより複雑な光反応性タンパク質へ試料への適用

 

を目指しています。
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時間分解結晶構造解析の測定条件
X線エネルギー範囲：15-18 keV
繰り返し周波数：794 kHz
励起レーザー波長：532 nm
試料形状：単結晶（板状）

衝撃圧縮による単結晶の破壊過程をシングルショッ

 

ト時間分解ラウエ回折法で観測

レーザー衝撃圧縮に伴うCdS単結晶のナノ秒オーダーの破壊過程の

 

測定に成功しました。今後は粉末結晶や非晶質など様々な試料への

 

適用を目指しています。
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時間分解ラウエ回折法の測定条件
X線エネルギー範囲：13-18 keV (白色X線)
繰り返し周波数：シングルショット
励起レーザー波長：1064 nm (YAGレーザー基本波)
試料形状：単結晶ウエファー50 μm厚）

溶液中の光反応に伴う分子構造変化を
時間分解溶液散乱法で観測

水溶液中のヨウ素イオン(I3-)が光励起により解離・再結合する光反

 

応に伴う分子構造変化の測定に成功しました。今後は金属錯体溶液

 

やタンパク質溶液など様々な溶液試料への適用を目指しています。

PF-ARのビームラインNW14Aでは、物質科学・生命科学分野における「実時間構造ダイナミクス

 

研究」を共通のテーマとして、単結晶、粉末結晶、溶液、タンパク質結晶など、様々な試料への時間

 

分解放射光X線測定法の適用を目指しています。これまでの研究成果について報告します。
（NW14Aは、2009年4月より共同利用実験ビームラインとして運用されています。）
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時間分解溶液散乱法の測定条件
X線エネルギー範囲：15-18 keV (白色5%b.w.)
繰り返し周波数：10 Hz - 1 kHz
励起レーザー波長：400-800 nm
試料形状：溶液ジェット（膜厚300 mm）
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